
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 

 

平成 24 年 5 月 31 日現在 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）：マウス iPS 細胞から樹状細胞（DCs）を千住らの方法(Stem cells. 
27:1021, 2009)で作成した。iPS 由来 DCs が抗原提示細胞の機能を有するか調べるために、OT-II 
マウスからナイーブ CD4+ T 細胞を FACSAriaTMで精製した。iPS 由来 DCs を OVA 存在下で 24 時間
培養後、培地を交換し、OVA特異的なCD4+ T細胞と共に3日間培養した。細胞増殖はCell counting 
Kit-8 (同仁堂)を用いて確認した。OVA 存在下で培養した iPS 細胞はコントロール（OVA 非添加）
群と比較して細胞増殖能を有した。また iPS-DCs の抗原特異的な抗体産生能を調べたところ、
膣洗浄液、唾液などで IgA 抗体の産生を認めた。これらの結果から iPS-DCs は効果的な粘膜ワ
クチンとなる可能性がある。 
 
研究成果の概要（英文）：We have succeeded to generate dendritic cells (DCs) from mouse 
induced pluripotent stem (iPS) cells according to reported procedures (Senju et al , Stem 
cells. 27:1021, 2009). To assess the whether iPS-DCs possess Ag-presenting Cell (APC) 
function, OVA-specific naïve CD4+ cells from OT-II Tg mice were purified by FACSAriaTM. 
The iPS cell-derived DCs (iPS-DCs) were suspended in complete RPMI 1640 and incubated 
with or without OVA for 24hr. Complete RPMI containing OVA was replaced with OVA-specific 
CD4+ T cells for 3 days. CD4+ T cells co-cultured with iPS-DCs showed higher proliferative 
responses when compared with control. When we examined adjuvanticity of iPS-DCs, 
significant levels of mucosal IgA Ab responses were also induced. These results 
demonstrate that iPS-DCs offer an attractive possibility for an effective mucosal 
vaccine.  
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１．研究開始当初の背景 

日本人の 80％以上が罹患している歯周病

に対して有効な免疫療法を行うためには、歯

周病原性細菌に対して、適切な免疫応答を賦

機関番号：14401 

研究種目：若手研究(B) 

研究期間：2010～2011   

課題番号：22792117 

研究課題名（和文）iPS 細胞由来の樹状細胞を応用した歯周病ワクチンの効能 

研究課題名（英文）Characterization of Periodontitis Vaccine, Dendritic Cells from Mouse

Induced Pluripotent Stem Cells  

研究代表者  

関根 伸一 （SEKINE SHINICHI） 

 大阪大学・大学院歯学研究科・助教 

研究者番号：70506344 



 

 

活化する必要がある。生体外で培養した樹状

細胞(DC)に病原因子の抗原を負荷し生体内

に移入する細胞ワクチンが、抗がん治療を中

心に知られていたが、抗原特異的な免疫誘導

を促す DC ワクチンに対する知見は少なかっ

た。 

２．研究の目的 

歯周病原性の抗原を iPS細胞由来の樹状細

胞に負荷した DC ワクチンを応用し、抗歯周

病免疫応答の誘導およびその解析を目的と

した。 

３．研究の方法 

(1)マウス歯肉細胞から得られた iPS 細胞が

樹状細胞に分化誘導可能か調べた。iPS 細胞

を OP9 細胞フィーダーと共培養し、適切なタ

イミングで CM-CSF を加えることで DCを得た。

また TNF-α、IL-4、及び anti CD40 などを加

え成熟 DC 得た。 

(2)iPS 細胞から得られた DC が抗原提示能を

示すか調べた。DC を卵白アルブミン(OVA)と

O/N 培養した後、OVA を除去した。その後、

DCを OT-II マウス由来の CD4+T 細胞と 3日間

培養した。 

 

(3)iPS から得られた DC が抗原特異的な抗体

産生を誘導するか調べた。DC を OVA と O/N 培

養した後、OVA を除去した。DC(5E5)を 1 週間

おきに腹腔内に 3回注射し、その 1週間後に

OVA を経鼻投与、その 2週間後に抗体価を測

定した。 

 

４．研究成果 

(1)iPS 細胞から誘導した DC は位相差顕微鏡

下にてDC細胞特有の形態を示した。またFACS

で確認したところ、表面マーカー(CD11c 陽

性)からも確認することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)OVA 非添加群（コントロール群）と比較し

て OVA 共培養群は OVATg マウスとして知られ

ている OT-II マウス由来の CD4+T 細胞の数を

増加させた。すなわち、iPS 由来 DC は抗原提

示能を有することが示された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) OVA 共培養群は OVA 非添加群（コントロ

ール群）と比較して抗原特異的な抗体産生を

誘導することが出来た。 
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